
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念：顧客価値経営を実践するうえで、前提となる共通の価値観を 
「基本理念」と呼びます。変革を進める際には、「自分たちの目指す経

営は、この価値観に沿っているか」を折に触れて問い直すことが重要に

なります。 
★価値を創造する ★社員の主体性を高める ★社会と強調する 
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3.  

日本経営品質賞「顧客価値経営ガイドライン」「日本経営品質賞申請・審査ガイドライ

ン」に基づく評価基準、および長野県らしさ評価基準に基づく「長野県らしさ評点」を

もって賞審査会で下記の表彰該当を決定します。「長野県らしさ」の評点が８１点以上

の場合日本経営品質賞審査会の評点に対しワンランクアップの可否を含め合議し当該の

表彰賞を決定する 
  日本経営品質賞審査員評価    賞審査員評価     当該賞 
      C＋            B－       奨励賞 
      B－            B＋       優秀賞 
      B＋            A－       長野県知事賞 
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長野県経営品質協議会
〒380-0936 長野県長野市中御所岡田町131－10
長野県中小企業団体中央会内
TEL:026-228-1171 FAX:026-228-1184
E-mail:e-keiei@alps.or.jp
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長野県経営品質協議会プレスリリース

2026年度長野県経営品質賞

「長野県らしさ評価項目・基準」

• １．「長野県経営品質賞」申請企業は「長野県経営品質賞申請書」提出時に「長野県ら
しさ申請書」 を同時に提出してください。

• ２．「長野県らしさ」とは長野県の「しあわせ信州創造プラン 3.0（～大変革への挑戦
「ゆたかな社会」 を実現するために～）（２０２３年から２０２７年行動計画）基本
項目実現のための重点施策への 貢献活動を評価いたします。

• ３. 「しあわせ信州創造プラン 3.0（～大変革への挑戦「ゆたかな社会」を実現するた
めに～）の 5 つ の「政策の柱」34 の施策、各施策の「目指す姿」を掲げ、取り組みの
進捗状況を測る施策として 40 の主要目標を設定しております。
参照：
https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/soshiki/shingikai/ichiran/sogokeikaku
/plan3/keikaku_kouhyou_20230324.html 
この項目より自社の活動と取り組み・趣旨の一致している項目を選定し下記の配転項目
を確認し 記述提出してください。

• ４．記述されている活動が、継続的に行われ、県市町村、団体、マスコミなど評価・表
彰、報道等また、 多くの企業・団体にベンチマーキングされたなどの実績がある場合
は、それらも記述してください。

• ５．活動の配点

• ６．長野県らしさの「申請書」は別途事務局より送付させていただきます。

配点 活動内容

２０ 3 年以上継続しており、表彰・報道ベンチマーク等外部から評価されている

１５
PDCA が毎年見直され、活動の仕組みが定着し毎年成果を伸ばしている
活動の仕組みの共有化が図られ、社員に認知定着されている

１０
当初の目的、目標は達成できた、さらなるレベルアッツプに向け活動をス
タートして
いる

５ 活動の目標は未達成ではあるが、活動の改革、革新の手段が実施されている

２ 活動のためのプロジェクトが始動し一部成果を確認できている
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